
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  令和７年度 吉城高等学校 学校運営協議会 （第３回） 

 

２ 開催日時  令和８年２月６日（金）１３：００～１４：４５ 

        ＊９：００～１１：４５ 吉城高校探究報告会参観 

 

３ 開催場所  飛騨市文化交流センター 会議室 

 

４ 参 加 者  会  長   沖畑 康子       地域代表 本校卒業生 

（敬称略）    副 会 長   桐山 吉衞    地域代表 本校卒業生 

委  員   中村 健吾    飛騨青年会議所理事長 

石橋 祥二    NPO飛騨アカデミー 事務局長 

               西田 孝雄     本校育友会長 

早子 由美    本校育友会女性部長 

オブザーバー 布俣 正也    岐阜県議会議員 （探究報告会出席） 

                

        聴  講   堀辺 洸介    飛騨市役所ふるさと応援課 

               中山 和哉    高校教育課         

                                              

              学 校 側     野中 賀雄      校長 

                          下嶋 和長      教頭 

                             小原 薫     生徒指導主事代理 

               中川 敬子      進路指導主事 

                河野 和代       特別活動部長 

               近藤 恵子     キャリア推進部長 

               水野 悠真       教務主任代理 理数科主任  

               加藤 芳浩    生徒会長 

                                                                         

５ 会議の概要（協議事項） 

  （１）生徒心得改定 頭髪について（生徒会長から提案） ⇒ 承認      

旧 新 

 ア 加工や特異な髪形をしない 

 イ 男子は前髪が目にかからない、横は耳

が隠れない、後ろは肩にかからない程

度の長さとする。女子は学習の妨げに

ならないようにすること。 

ア 加工や特異な髪形にしない 

イ 学習の妨げにならないようにすること。 

 

 

意見 

     昔は注意されなければするとか書いてないからするという風潮があった。各々がしっか

り判断できる生徒を育てる意味でも、昔からあった規則を変えることは良いと考える。 



（２）今年度の取組・報告についての感想、意見 

※各分掌長より今年度の取組、成果、課題、学校評価等の分析について説明 

 

意見１：校長が自ら地元の中学校を訪問して吉城高校の宣伝をしたことは大変意義がある。

文化祭、防災訓練、探究報告会等、地元中学校との連携が増えて喜ばしい。  

意見２：高校生意識調査の地域関連の項目が高いことは、小中高と通して学校教育が地域に

根差しているからである。この地域への思いが、「将来もこの地域に住みたい」と

いう思いにつながることを期待したい。 

意見３：スクール・ポリシーの浸透が課題である。教育目標やスクール・ポリシーを生徒の

学習活動に落としこむ工夫が必要である。 

    意見４：アンケート結果から吉城高校では自己肯定感が高い生徒が育っているといえるので

はないか。 

  意見５：理数科の希望者が減っていることについては何が課題で何が必要か分析することが

必要である。  

  意見６：部活動の加入人数は、中学校の部活動の地域移行に伴って２、３年後はもっと減少

するであろう。今後の対策が必要である。 

  意見７：生徒会長から今後の展望として、スマートフォン使用について規約改定を考えてい

るとあったが、現状はどうか。 

   回答⇒校舎内では朝登校したら電源を切って鞄に片づける。連絡するために使用したいと

きは教員に申し出てその場で使用する。校舎外で使用することは認めている。 

  意見８：１２月の生徒学校評価アンケート結果の「いじめや差別を許さず、厳格に対応して

いる」という項目に対して「まったく当てはまらない」が 1.5％ある。少数である

が学校はどのように考えているか。 

   回答⇒少数であるがそのように受け止めている生徒がいることを認識している。いじめア

ンケートや生活意識調査を生徒や保護者に行い、早期のいじめ対応をしているが、

それでも補いきれない部分がある。より丁寧に対応したい。 

  

（３）探究報告会の感想、意見 

 

    意見１：自分の興味関心から探究活動が始まり、失敗したことも伝えられていた。そしてそ

の失敗から次につながる提案が生まれ、探究活動が深まっていく様子が見られた。

自発的な行動がすばらしかった。 

    意見２：この発表を見て、生徒たちは卒業後社会の即戦力になると感じた。市が頼りにされ

ていると思えたし、生徒の発表を通じて新しいアイデアも得ることができた。 

    意見３：本校の生徒たちは、探究学習を通じて大学や研究機関だけでなく、市役所、企業、

農家、お寺等様々な大人とつながる手立てがあることに感銘を受けた。このように

吉城高校が探究活動をできるのは、飛騨市をはじめ地域の方々が本校の活動を下支

えしているからである。 

    意見４：自分ごととして探究してきた様子がうかがえた。探究をとおして困難にぶつかるた

びに試行錯誤し、自分たちの成長に結びつけた成果発表は評価できる。 

  

６ 会議のまとめ          

    午前中に吉城高校探究報告会を開催し、午後から学校運営協議会を実施した。 

  第３回学校運営協議会において、最初に生徒会長から頭髪規定に関する生徒心得改定について

提案があり、出席した委員全員の承認が得られた。次に各分掌長から年間の取組と高校生意識調

査や学校評価アンケート結果の分析，及び次年度の課題について報告した。参加した委員から多

くの助言や貴重な意見を得た。今後の教育活動に役立てたい。                                               


